
　私も、10月30日の決算特別委員会の松井孝治京都市長に対する総括質疑において、
Q.山本しゅうじ 「京都駅一極集中の緩和の為にも、1日当たり10万人の乗降客がある山科駅のサブゲート機能を更に高め、山科や
醍醐地域へ様々な人々が滞在する流れを作り、更なる活性化も期待できる。今後、『meetus山科-醍醐プロジェクト』においても、
JＲ西日本など交通事業者と連携した取組を是非とも進めていただきたい。」
Ａ.松井市長 「山科駅周辺の魅力を高めて、京都駅のサブゲート機能を強化することは、エリアの活力を高めるだけではなく、地域
住民、来訪者、事業者の全てにとってプラス効果があり、大きな可能性、ポテンシャルがあると思っている。ＪＲ西日本をはじめとする
様々な事業者の皆様方との連携を含めて、更に加速して進めていく。」という質疑応答がありました。
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やましなの更なる飛躍と、活性化に向けて一歩前進！
　私は、令和6年4月から総務消防委員会（行財政局・総合企画局・消防局・会計室・選挙管理委員会事務局・監査事務局・人事委員会
事務局）に所属し、また予算・決算の特別委員会では、第二分科会（文化市民局・子ども若者はぐくみ局・都市計画局・建設局・教育
委員会）に所属しております。
　常任委員会、予算・決算の特別委員会における、
それぞれの局別質疑において、地域の皆様方
からお聞きしたご意見やご提案を踏まえて、
多岐にわたる分野の課題について研究し、各局
の理事者に対する質疑応答を行って参りました。
その中でも、『meetus山科-醍醐プロジェクト』
に関連する質疑時間を多くとりながら、地元
山科区の発展に寄与できるように力を尽くして
参りました。
※質問の内容については裏面をご参照ください。
　私たちが暮らす山科区における中心拠点は
山科駅周辺であると思っております。
 平成10年には『ラクト山科まち開き』として、
山科駅周辺が華々しくリニューアルされました
が、あれから25年が経過し、様々な課題も出てきております。JR山科駅の駅舎は昭和41(1966)年3月に改築されて以来、58年が
経過しており、少しずつリフォームされているものの老朽化は否めません。南北地下通路や東西の通路なども狭小であり、私が朝の
街頭演説をしている際にも、地域の方々から、山科駅周辺の再整備を求める声も多く聞かれます。

　現在は、国土交通大臣政務官としてご活躍いただいております𠮷井章参議院議員は、京都市
会議員時代から、山科駅の利便性の向上に関する要望として、JR西日本や京都市当局との調整
に取り組んでこられました。今後も京都市のインフラ整備にも大きな力を発揮していただける
ものと、期待しております。

　その後の11月22日には、京都市の松井市長と、JR西日本の京滋支社長との共同記者会見において、『京の東の玄関口 山科駅
改良』として、「JR山科駅が令和7年度（2025年）から改良工事に着手し、工事完了後（令和11年度を予定）は、特急はるかが山科
駅まで延伸し、関西空港駅まで直結する」「山科駅のホームも増設され、駅の機能向上も図られる」「この大事業は京都駅の混雑
緩和と機能強化につながるとともに、山科駅周辺の魅力向上、利便性向上や周遊観光の拠点性の強化、京都市内の中心部等への
集中緩和にも大きく寄与することとなります。」という旨の発表が出されました。
長年の課題解決に向けて、大きく一歩前進したと思いますし、私も、山科駅周辺地域はもちろんのこと、
山科区全体の都市計画の見直し、公共交通網の整備・充実、公共・公用施設のリノベーションやリニューアル
などにも取り組んで参ります。これからも、あらゆる世代の方々が住み続けたいまちづくり、『やましな再興
から京都市創生』の精神で、地域の皆様とともに歩んで参ります！

（𠮷井章国土交通大臣政務官を囲んで自民党京都市会議員団の同志とともに）
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◆ 総務消防委員会における主な質問骨子
①令和６年４月23日 総務消防委員会（行財政局）一般質問【市税条例の改正について】
　・固定資産税・都市計画税の土地にかかる負担調整措置の延長について
　・京都市内の日帰り温泉施設に対する入湯税課税免除基準の引き上げについて
②令和６年５月13日 総務消防委員会（総合企画局）一般質問【東部クリーンセンター跡地活用について】
　・跡地活用に当たり、地域の声、ニーズ等をしっかりと踏まえる必要性について
　・『meetus山科-醍醐プロジェクト』の今後のスケジュール等について
③令和６年6月13日 総務消防委員会（消防局）一般質問【地域における消防署の果たす役割について】
　・消防署員の処遇改善やストレス軽減、モチベーションアップ等についての取組について
　・築52年を迎える山科消防署庁舎の建て替えに対する考え方について
④令和６年９月26日 総務消防委員会（行財政局・総合企画局）報告案件関連質問【市政の点検結果について】
　・子どもの医療費助成制度の拡充に向けた『府市協調』の取組の経緯について
　・『新京都戦略』における政策・施策の方向性や行財政運営の方針について
⑤令和６年12月４日 総務消防委員会（行財政局）議案関連質問【当せん金付証票（宝くじ）の発売金額について】
　・令和5年度の宝くじ売上金のうち本市への収入について
　・地域振興に寄与する宝くじ売り上げ増加に向けた販売ブースの増設について

◆ 予算・決算特別委員会第二分科会における主な質問骨子
①令和６年６月５日 予算特別委員会第2分科会局別質疑（都市計画局）【meetus山科-醍醐プロジェクトの推進に向けた機運醸成について】
　・山科・醍醐地域をはじめとする、公共交通網の維持に向けた取組について
　・プロジェクトを牽引し、取りまとめをしていく都市計画局としての意気込みについて
②令和６年６月６日 予算特別委員会第２分科会局別質疑（文化市民局）【東野公園の複合遊具について等】
　・複合遊具が撤去された経緯、新たな遊具の設置や今後の取り組み予定について
　・体育振興会及びスポーツ推進委員によるスポーツ活動の更なる活性化について
③令和６年６月７日 予算特別委員会第２分科会局別質疑（教育委員会）【青少年科学センターの設備修繕について】
　・青少年科学センターの令和5年度の収支の状況について
　・建て替えや、全面リニューアル、『みやこエコロジーセンター』との連携について
④令和６年10月10日 決算特別委員会第２分科会局別質疑（教育委員会）
　【校務支援員の配置充実、若手教員へのサポート体制等について】
　・校務支援員、まなび支援員の追加配置・充実について
　・若手教員の休職や離職を予防する学校組織体制の構築について
⑤令和６年10月11日 決算特別委員会第２分科会局別質疑（建設局）【街路樹等育成管理、雨庭の整備について】
　・京都らしい、美しく品格ある街路樹整備について
　・『グリーンインフラ』の一つとしての『雨庭』の整備について

※議会活動での質問動画は、
以下のリンクまたはQRから視聴いただけます。
【山本しゅうじＨＰ】
https://shuji-yamamoto.jp/activity/ 

令和６年度 総務消防委員会 他都市調査（８月５日～８月７日）
石川県金沢市、宮城県仙台市、福島県という被災自治体を回り、近隣被災地への災害支援の取組や受入体制・支援状況等、避難所受付における身分証
アプリの具体的な活用手順・実績及び効果等、災害からの復興に当たって備えるべき防災・減災の取組等について、各自治体担当者から説明を受け
ました。京都市における防災・減災の取組、今後の課題等について多くの知見を得ることが出来ました。

・洛西『SAIKOプロジェクト』まちづくりの取り組み実績や今後の展開について
・山科駅のサブゲート化の推進について　
・『meetus山科-醍醐プロジェクト』に対するまちづくりプランナーの採用について
・若手教員に対するサポートについて　・校務支援員の拡充について　・美しい街路樹や雨庭の整備促進について

◆ 決算特別委員会 市長総括質疑

①金沢市/能登半島地震における近隣自治体の災害
支援について ②仙台市/避難所受付における身分証
アプリの活用について ③福島県/東日本大震災・原子
力災害 伝承館（視察）

① ② ③
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